
■ 景観に関する基本的な学習

建築物（宮崎県庁本館）自然・道路（ワシントニアパーム）

産業（田野町にある大根やぐら） 歴史（日南市 飫肥）
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前半は「景観とは何か」という内容で、宮崎県建築士会の方々による基礎

的な授業が行われました。自然や建物など、国内や世界の景観写真を見なが

ら、景観の考え方を学び、景観づくりでは「市民・行政・企業」が協力する

ことが大切なことを知りました。

第１回「景観を知る、考える」 ６月１３日（木）１時間目

個人の財産 みんなの財産

（家・商店・庭など） （道路・公園など）

景観はみんなの空間
（道路から見える範囲）

令和６年度宮崎市立生目南中学校

☆★ 景観学習のポイント ★☆

①景観をつくるもの：自然、建築物、看板、産業、芸術、歴史･･･

②景観はみんなの財産(宝物)、みんなの手で作る、守る、育てるもの。

景観はみんなでつくる

もの・守るもの

景観は、海、山、川などの自然環境、建物や道路など目に映るまちの姿だけでなく、雰囲気や文化歴史

などの印象を含め、生活空間や環境そのものであり都市の個性や文化水準を表すものです。

生目南中学校では、景観を学ぶことを通して、景観への関心や意識の向上、郷土への愛着を図ることを目的とし、

令和６年６月に宮崎市都市計画課と(一社)宮崎県建築士会の協力により、１年生３４名を対象とした『景観教室』を

2日間行いました。今回は「人」に焦点を当て、景観を守るための活動や人々の想いを知るために地元の方々へイ

ンタビューを行いました。テーマをもとにインタビューしたことをまとめてそれぞれの方法で個性的に表現しまし

た。




